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オープンなデジタルアーカイブの重要性

• ＝再配布可能なデジタルコンテンツによって構成されるデジタ
ルアーカイブの重要性

• 再配布を禁じてしまうと、公開者が負う責任が大きくなりすぎ
てしまう

• Webのインターフェイスが多様化し、連携可能なデータも増えている
ため、「ベストな使い勝手の提供」のハードルが高くなり過ぎている

• ⇒利用者に不便を強いる形になってしまう。
• 公開組織による「開発」の困難さ

• むしろ、オープンデータ化することで柔軟な対応が可能になる

• ⇒「論文検索データベース」の例



万暦版大蔵経（嘉興蔵/径山蔵）デジタル版

• 2014年度末、
（CC BY）にて
試験公開

• 2017年9月、正式
公開（CC BY）

• SAT大蔵経テキス
トデータベース
研究会＋東京大
学総合図書館。



活用例：オンデマンドプリント版刊行



活用例：国際標準規格の提案文書
• ISO/IEC 

JTC1/SC2/WG2 IRG 
への文字符号化提案の
エビデンス文書

• 再利用可能なIIIF対応
デジタルアーカイブの
集約的な活用例として

NDLデジコレ

東大総合図書館＋
SAT研究会

東大総合図書館＋
SAT研究会

東大総合図書館＋
SAT研究会

東大総合図書館＋
SAT研究会



SAT大蔵経テキストデータベース研究会
• 1994年設立。下田正弘 東京大学教授が代表
• 1億字のテキストデータベースを2007年に完成。
• 2007年以降、テキストデータを媒介とした他のWebコンテン

ツとの連携を中心として改良を続けている。
• 現在は科研費基盤研究（S）による支援の下、Unicode、TEI、

IIIFといったデジタル文化資料の国際標準規格・仕様に取り組
んでいる。

• 公式サイト: http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/



IIIF Manifests for Buddhist Studies (IIIF-BS)
• 世界各地の非商用

オープンな仏典画
像（IIIF対応）に
詳細なメタデータ
を付与

• 公開機関では対応
できない詳細を専
門家コミュニティ
がフォロー

• 蓄積されたデータ
もオープン化。



IIIF-BSの成果
• 世界の仏典画像の統合研究環

境の構築
• フランス国立図書館、バイエル

ン州立図書館、ケンブリッジ大
学、ハーバード大学、東京大学、
京都大学、九州大学、島根大学
…

• 付与したメタデータを京都大
学貴重書デジタルアーカイブ
が活用（公開機関へのリター
ン）


